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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月16日(2020.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムビス（フルオロスルホニル）イミド（ＬｉＦＳＩ）、
　リチウムビス（トリフルオロメタン）スルホンアミド（ＬｉＴＦＳＩ）、
　リチウムビス（ペルフルオロエタンスルホニル）イミド（ＬｉＢＥＴＩ）及び
　これらの組合せからなる群より選択される、
リチウムフルオロアルキルスルホニル塩、
　ジメチルカーボネート、
　ジエチルカーボネート、
　エチレンカーボネート、
　プロピレンカーボネート、及び
　これらの組合せからなる群より選択される、
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有機カーボネート、ここでこの有機カーボネートは、前記リチウムフルオロアルキルスル
ホニル塩に対して、０．１：１～５０：１（両端の値を含む）の範囲である第１のモル比
で存在する、並びに
　水、ここでこの水は、前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩に対して、１：１～
５：１の範囲である第２のモル比で存在する、
を有する、電解質組成物。
【請求項２】
　前記第１のモル比が、０．５：１～２０：１の範囲（両端の値を含む）である、請求項
１に記載の電解質組成物。
【請求項３】
　前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩が、前記電解質組成物の少なくとも０．３
のモル分率で存在する、請求項１又は２に記載の電解質組成物。
【請求項４】
　前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩がＬｉＴＦＳＩを含む、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の電解質組成物。
【請求項５】
　前記有機カーボネートがプロピレンカーボネートを含む、請求項１～４のいずれか一項
に記載の電解質組成物。
【請求項６】
　アノード、
　カソード、及び
　前記アノードと前記カソードとを互いにイオン連通状態にする、電解質組成物
を含む、リチウムイオン電池であって、
　前記電解質組成物が、
　リチウムビス（フルオロスルホニル）イミド（ＬｉＦＳＩ）、
　リチウムビス（トリフルオロメタン）スルホンアミド（ＬｉＴＦＳＩ）、
　リチウムビス（ペルフルオロエタンスルホニル）イミド（ＬｉＢＥＴＩ）及び
　これらの組合せからなる群より選択される、
リチウムフルオロアルキルスルホニル塩、
　ジメチルカーボネート、
　ジエチルカーボネート、
　エチレンカーボネート、
　プロピレンカーボネート、及び
　これらの組合せからなる群より選択される、
有機カーボネート、ここでこの有機カーボネートは、前記リチウムフルオロアルキルスル
ホニル塩に対して、０．１：１～５０：１の範囲（両端の値を含む）である第１のモル比
で存在する、並びに
　水、ここでこの水は、前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩に対して、１：１～
５：１の範囲（両端の値を含む）である第２のモル比で存在する、
　を含む、リチウムイオン電池。
【請求項７】
　前記第１のモル比が、０．５：１～２０：１の範囲（両端の値を含む）である、請求項
６に記載のリチウム電池。
【請求項８】
　前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩が、前記電解質組成物の少なくとも０．３
のモル分率で存在する、請求項６又は７に記載のリチウム電池。
【請求項９】
　前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩がＬｉＴＦＳＩを含む、請求項６～８のい
ずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１０】
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　前記有機カーボネートが環状有機カーボネートを含む、請求項６～９のいずれか一項に
記載のリチウム電池。
【請求項１１】
　前記有機カーボネートが、ジメチルカーボネート、ジエチルカーボネート、エチレンカ
ーボネート、及びプロピレンカーボネートの少なくとも１つを含む、請求項６～１０のい
ずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１２】
　前記カソードが、前記アノードの酸化還元電位よりも少なくとも２．５Ｖ高い酸化還元
電位を有する、請求項６～１１のいずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１３】
　前記カソードが、前記アノードの酸化還元電位よりも３．０Ｖ高い酸化還元電位を有す
る、請求項６～１２のいずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１４】
　前記カソードが、ＬｉＭｎ２Ｏ４、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＦｅ（ＰＯ４）、ＬｉＭｎ１／

３Ｎｉ１／３Ｃｏ１／３Ｏ２、ＬｉＮｉ０．５Ｍｎ１．５Ｏ４、及びＬｉＣｏＰＯ４の少
なくとも１つを含む、請求項６～１３のいずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１５】
　前記アノードが、Ｌｉ４Ｔｉ５Ｏ１２、Ｍｏ６Ｓ８、Ｃｕ２Ｖ２Ｏ７、ＴｉＳ４、Ｎｂ
Ｓ５、Ｌｉテレフタレート（Ｃ８Ｈ４Ｌｉ２Ｏ４）、シリコン、硫黄、及びグラファイト
の少なくとも１つを含む、請求項６～１４のいずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１６】
　前記アノードがＬｉ４Ｔｉ５Ｏ１２を含み、かつ前記カソードがＬｉＮｉ０．５Ｍｎ１

．５Ｏ４を含む、請求項６～１５のいずれか一項に記載のリチウム電池。
【請求項１７】
　前記アノードがＬｉ４Ｔｉ５Ｏ１２を含み、前記カソードがＬｉＮｉ０．５Ｍｎ１．５

Ｏ４を含み、前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩がＬｉＴＦＳＩを含み、前記有
機カーボネートがプロピレンカーボネートを含み、前記第１のモル比が１：１であり、か
つ前記第２のモル比が１：１である、請求項６～１６のいずれか一項に記載のリチウム電
池。
【請求項１８】
　リチウムフルオロアルキルスルホニル塩、
　有機カーボネート、ここでこの有機カーボネートは、前記リチウムフルオロアルキルス
ルホニル塩に対して、０．１：１～５０：１の範囲である第１のモル比で存在する、及び
　水、ここでこの水は、前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩に対して、１：１～
５：１の範囲である第２のモル比で存在する、
を有し、
　前記リチウムフルオロアルキルスルホニル塩が、前記電解質組成物の少なくとも０．３
のモル分率で存在する、
電解質組成物。
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